










調査目的は C.M.L.(Computer Mediated Learning)を使うことに対するレディネス









日本における調査と同時にコンピューターが世界で最も普及し， Computer Mediated 
Learningが発達しているカナダの成人学習者を対象とした調査も行われた。その結
果と考察はカナダのカルガリ一大学 (Universityof Calg訂y)助教授フェイ・ワイゼン




30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代
男性
度数 83 41 39 48 
% 28.3 14.0 13.3 16.4 
性別
女性
度数 158 112 103 88 
% 28.0 19.8 18.2 15.6 
合計
度数 241 153 142 136 












































































36 14 131 
27.5 10.7 100.。
80.0 37.8 63.6 
9 23 75 
12.0 30.7 100.0 
20.0 62.2 36.4 
45 37 206 
21.8 18.0 100.0 
100.。100.0 100.0 
27 9 193 
14.0 4.7 100.。
61.4 30.0 58.8 
17 21 135 
12.6 15.6 100.。
38.6 70.0 41.2 
44 30 328 
13.4 9.1 100.0 
100.0 100.0 100.0 
調査対象計875名の内，女性が565名，男性が293名，不明 17名と女性が6割以
上を占めた。また年齢も表 1に示されているように 60歳以上の高齢者参加が


































































39 38 188 
20.7 20.2 100.。
81.3 50.7 68.1 
9 37 88 
10.2 42.0 100.0 
18.8 49.3 31.9 
48 75 276 
17.4 27.2 100.0 
100.0 100.0 100.。
58 33 355 
16.3 9.3 100.0 
73.4 43.4 69.1 
21 43 159 
13.2 27.0 100.。
26.6 56.6 30.9 
79 76 514 










































性差:f(1)=15.90， p<0.001 年齢差:削)=12.30，p<0.001 
図 1-1 ワープロ機能の使用
歳以上 lzz 
性差:f(1 )=0.03， p>0.05， 年齢差:f(4)=19.64，pく0.001
図1-2 電子メールの使用
歳以上 lzz 
性差:f(1)=7.09，pく0.001 年齢差:f(4)=27.50， p<0.001 
図1-3 インターネットの使用
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この他，パソコンの機能の使用を問うた問 3.4.5においてもワープロ機能(間 3)， 

































































30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
図2-3 英語の能力自己評価





の主催する講座 (q9)やテレピによる学習 (q10) も年齢と伴に多くなる。いずれの
年代においても学習にインターネットを活用している (q14)とは言い難い状態である。
































































規の授業の受講 (q22)，大学での聴講 (q23)は逆に 50歳代で低い数値となり 60代
で極端に低くなる。
また，男性と女性を比較した場合，将来の生涯学習に対しては 「大学の主催する
講座J(q15)をはじめ， I大学以外の講座J(q16)， I郵便物J(q17)， IテレピJ(q18)， 
「ラジオJ(q19)，は女性の方が男性より積極的で，男女聞に有意差がみられたにも関





















**: p<u.u1 *: p<u.u5 
わらず， I q20コンビューターを使いインターネットで教育を受けたいJ，I大学の正
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表8 二元配置分散分析結果 (q50-53) (職業・性別)



















































1. Rod Corbett and Julie Kearns，“Implementing Active-Based E-Learning" Presented in Canadin 
Association of University Continuing Education， 2003. 
2. BonnieJe宜'eryand Mona Cdkerm，官valuationof an internet-delivered indtoductory social work 
course" Presented in Canadin Association of University Continuing Education， 2003. 
3. Facilitating E-Learning Course Syllabus， http://blackboad.ucalgary.ca 
4. Teaching & Learning Online Certificate for teacher professional development. http:// 
www.cbelearn.ca/pd_certificate.html 
5. Calgary board of Education online learning http://www.cbelearn.ca/main.html 
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次の質問について制する数字を回答欄に記入してください。>>仁コ
性 glJ ①男性 ②女性一
年齢一一 一ー 一一一一一一ー一一 一一一一一 一一一 一一一一-----壬コ歳
①中学校卒②高校卒③短大卒③大学卒 一一一一
⑤大学院卒 ⑥専門学校卒 ⑦各種学校卒 ~I 
職 業(車農業をもちながら学業を続けている人は⑤学生も記入してください)
①自営業 ②会社員 ③公務員・団体職員 、r-l

















3.ワープロ機能一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〉① ② ③ ④ 
4.電子メール(s.n司1) 一一 …ー一一一ー苧 一 一一一一 一一ー一一一一一一ー〉①②③④
5.インターネット一一一一一一一一一 一一ー一一 一一 一一ー ー 一 一一一ータ①②③④
??????????
次の事柄について自己評価した場合何点を付けますか。回答欄に点数を記入してください。
&コンピュータを使う能力を 10点満点で評価してください 一一一一一一一一一一一一ーメー |点
1コンピュータを使う自信を 10点満点で評価してください 一一一一一 一一一一一一一一斗 |点













わく わま pι うしう常
なそなり iス工息 恩に
いうも、 i. う う
15将来、大学の主催する講座を受けたい一 一 一 一一一一一一ー一一一》①②③④⑤
16.将来、大学以外の主催するま降鹿・教室・セミナーなどを受携したい一一一一一一一一一一一 -;:>(D ② ③ @ ⑤ 
17.将来、郵便物による通信教育を受けたいー一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一 一一一一 )>(i) ② ③ ④ ⑤ 
18.将来、テレピを利用して学習したい 一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一〉① ② ③ ④ ⑤ 
股将来、ラジオを利用して学習したい 一 一一ー 一一 一一一一一一一ーラ①②③④⑤
m将来、コンピュータを使いインターネットで教育を受けたいー 一一-----一一一ータ①②③④⑤
21.将来、大学の正規の授業を受けたい一一 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一 う① ②③④⑤ 
Z 将来、大学院の正規の授業を受けたい一一ー一一 ー一一 ー一一 一一 一一一う①②③④⑤
23.将来、大学で聴講したい一一一一一一一一一一一一一一一一ーー一一 一一ー 一ータ①②③④⑤




9.大学の主催する務~を受けたことがある一一 一一 一ーーー一一一 一一一一ータ①
10.大学以外の主催する講座・教室・セミナーなどを受講したことがある一一一一一一一〉①











25.大学主催の公開講座を受けたい一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一ー〉① ② ③ ④ ⑤ 
2瓜大学以外の主催している講座・教室・セミナーを受講したい 〉① ② ③ ④ ⑤ 
幻日本の大学の授業を受けたい一一一一一一一一一一一一一一 〉① ② ③ ④ ⑤ 
28.日本の大学院の授業を受けたい ー 一 一一一一一一一一一一一一一一ー一一一〉①②③@⑤
29.海外の大学の授業を英語で受けたい ー ー 一ー 一一一一一一一一一ー 一一一一一一一一一一一一ぅ① ② ③ @ ⑤ 
30.海外の大学院の授業を英語で受けたい 一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 》① ② ③ @ ⑤ 
31.大学で学習するならば、職業に関係するものを学習したいー一一一一一一一一一一一一〉① ② ③ @ ⑤ 
匁大学院で学習するならば、職業に関係するものを学習したい一一一一一一一一一一一一一一一一一〉① ② ③ ④ ⑤ 
33.大学で学習するならぱ、資格に関わるものを学習したい一一一句ー ーーー 一ー ーう①②③④⑤
34.大学院で学習するならば、資格に関わるものを学習したい 一ー一一一一一一一------)>① ② ③ ④ ⑤ 
35.大学の授業においては、学生は主に教師から学ぶ一一一一一一一一一一一一一一一主〉① ② ③ @ ⑤ 
36. 大学の授業においては、学生は主に学生同士の相互学習から学ぶ一一一一一一一一一一一一一 F一一一ー--~① ② ③ @ ⑤ 
37.大学の綬業においては、授業からどれだけ学べるかの責任は教師にあるーー ー-)>①②③④⑤








40.インターネットコースにおいても、実際に顔を合わせる対面式授業を受けたい 一一一一〉①.② @ @) '@ 
41.インターネットコースにおける対面式授業では、直接的な知識の伝達を期待する一一一一一〉① ② ③ @ ⑤ 
42インターネットコースにおける対面式綬業では、教師・学生聞の関係を築きたい一一一一う① ② ③ @ ⑤ 
43.インターネットコースにおける対面式綬業では、教師の人柄を感じたい一一ー…一一》① ② ③ ④ ⑤ 








45.ピデオのように繰り返し同じ講義を受けることができる一一一一一一一一一一一一一一;:.<1) ② ③ ② ⑤ 









ヨO.ディスカッションは対面授業において必要である 一一一一一一一一一 ー ータ①②③④⑤
51.自分はデイスカッションで意見を言うことができる 苧ー一--- "ーー同 一一ー〉① ② ③@ ⑤ 
52ディスカッションは好きである一一一一一一一一一--・-一一一ー 一一一一一一一一一一一一一一 一一 〉① ② ③ ④ ⑤ 
53インターネットを通したディスカッションはインターネットコースの一一一一一一一一一 一一〉① ② ③ ④ ⑤ 
授業において必要である
一一一一一一一一一主節，Þ..h玖主?と一号ζ主主1え~~--一
インターネットを利用した学習について自由にご意見をお書き下さい。
